
0１ ビジョン

サーキュラーパーク九州では、九州の「地域循環」モデル

をつくり、これを広く共有し世界へ展開します。

これまで捨てられていたモノを「資源」として循環させ、

原材料の調達と廃棄処分を減らし、脱炭素に貢献します

循環型社会の実現に向けて

｢ＳＧムービング」と「Ｃｉｒｃｕｌａｒ Ｐａｒｋ 九州」は、

環境問題の解決に向けて、両社が持つリソースやインフラをシェアすることで

「動脈」と「静脈」の物流を融合させた循環型物流を構築し社会課題の解決を目指します。

ＳＧムービングは、デリバリー事業を中核とし「輸送＋α」

の付加価値を提供します。「動脈」×「静脈」の連携により、

ビジョンである“心をもって「運ぶ」を創造していく”を

掲げ、環境にやさしい持続可能な循環型社会の実現を目指し

ます

地球と共存するサーキュラーエコノミーの実現
×

循環型社会の実現



1２ ＳＧムービングとサーキュラーパーク九州のシナジー

循環型社会の実現に向けて両社の強みでシナジーを生み出す

「ＳＧムービング」は、移転事業、設置事業、特殊輸送「＋α」で発生する不用品の回収から再資源化までを

一気通貫で行えるインフラを全国で構築しております。

「Ｃｉｒｃｕｌａｒ Ｐａｒｋ 九州」の産官学のネットワークを活用し、両社がもつリソースやインフラを

シェアすることでシナジーを生み出し、環境にやさしい持続可能な循環型社会の実現を目指します。

また、両社によるイノベーションを推進し更なる取組みにチャレンジします。

移転事業
再開発・官公庁・オフィス・医療理化学

全国物流インフラ
「動脈」×「静脈」融合

資源化
リユース・リサイクル

再資源化に関する
知見・ノウハウ

産官学の
ネットワーク

廃棄物削減に向けた
コンサル力



2３ ＳＧムービングとサーキュラーパーク九州による具体的な取組み

SGムービング × サーキュラパーク九州による循環型物流

移転 ・処理業務の一元化

様々なシナジー効果

廃棄物回収依頼

企 業

製造業者

排出場 仕分け・運送

流通先

ＳＧムービングによる仕分け［廃棄物、有価物等］・運送

分別・査定・買取

搬出・輸送

ＣＰＱによる廃棄物の再資源化

再資源化

ｻｰｷｭﾗｰﾊﾟｰｸ九州
ｻｰｷｭﾗｰｾﾝﾀｰ

回収依頼に基づく引取り

素
材

有
価
物

廃棄

新たな顧客
（地域・企業等）

処分場（埋立・焼却）

リユース

リサイクルｻｰｷｭﾗｰﾊﾟｰｸ九州

有
価
物

廃
棄
物

静脈から動脈への流通

循環型物流の進化
例えば、企業が移転する際、これまでは「移転物の運送業者」､「不用品の買取業者」､「廃棄物処理業者」と様々

な関係者が関わってきました。その結果、非効率的・非経済的な運用がなされ、お客さまの手間やコストの増加等、
様々な弊害が発生してきました。
ＳＧムービングでは、従来のこのやり方から脱却するため、移転物の運送はもちろん、不用品の回収から再資源化

までを一気通貫で行える体制を構築し、循環型物流として静脈産業と動脈産業を繋いでおります。
更にサーキュラーパーク九州と連携することで、再資源化レベル（質・量）が格段に向上する他、様々なシナジー

効果が見込まれ、これらにより循環型社会への移行を推進します。

移
転
物

SGムービング
移転先へ

➢ 両社の取引先との連携が可能と
なり、流通先が拡大

➢ CPQのサーキュラーセンターで
リユース品を一元管理し、地域や
全国の企業の皆さまに販売

➢ CPQの高い再資源化ノウハウに
より、リサイクル量の増大、廃棄
物量の削減を実現

最終処分

再資源化率の向上 ・ 廃棄の削減 リユース品の一元管理 ・ 販売 流通先の拡大

➢ SGムービングとCPQの綿密な
連携により効率的な処理が可能と
なり、手間やコスト・ＣＯ２等の
削減が可能



3

STEP

４ 循環型物流を全国へ展開

「ＳＧムービング」と「Ｃｉｒｃｕｌａｒ Ｐａｒｋ 九州」は、

両社のシナジーによる循環型物流を九州全域に広げ、

段階的に全国に展開。循環型社会の実現を牽引します

STEP１ STEP２ STEP3

鹿児島を中心とした南九州エリア 九州全域 全国に！

「動脈×静脈」スキームの創出・実践 STEP1で構築した知見を九州全域に展開 全国で循環型社会の実現

☞ＳＧムービングとサーキュラーパーク九州は、企業の皆様が抱えている社会課題を一緒に考え、解決に向けて

取り組みます。

☞両社が持つ強みを活かして新たな「動脈×静脈」のスキームを創出し、九州から、全国の需要をもとに段階的に

全国に循環型物流を展開していきます。
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